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1 は し が き

カンボジア国は東南アジア諸国の中でも有数の農業生産国であり, また米 の輸出国でもあ

る｡ 熱帯の豊かな光,水,土地に恵まれ,将来農業生産を飛躍的に拡大させる可能性を有 し,

将来世界の食糧供給国として期待される国でもある｡

筆者は,1964年3月から5月の問,カンボジア国に滞在 し,この国の農業開発に関する調査

(カ国かんがいおよび森林開発計画調査一 日本政府) に参加する機会を得た｡ 本稿はその際,

現地において見聞した事項,収集し得た資料を中心として,表題の考察を進めたものである｡

この研究は次のような疑問 =この国は米の輸入国ではな く輸出国である｡それ故国内の食糧

供給量は充分であり, この面で積極的な食糧増産の必要がないのではなかろうか｡" を解明し

ようとすることから出発した｡すなわち,この研究は,カンボジア国における食糧を国内需要

面と国外輸出面から検討 して食糧増産の必要性の有無と,もし必要ありとするならば,その目

標値は将来のある時点においてどの程度に定めるか,これを数量的に試算することを目的とし

た｡この試算値は,カンボジア国の農業開発諸施策を検討する上においても,また経済開発の

諸施策を検討する上においても非常に有効であると考えられる｡

もちろん,入手 し得た諸資料だけでは到底上記の目的にそうような正確な数字を掴むことは

至難の業であり,これを追求するために,相当荒っぽい大胆な仮定を設定して研究を進めざる
1)

を得なかった｡ ことに, 基本とした計画省発行の統計年報資料そのものについては, 地方県

庁,出先機関で収集した資料による諸数値と異なるものもあり,その正確さにおいて,若干の

1) DirectiondelaStatistiqueadesEtudesEconomiques,AnnuaireStatistiqueduCambodge
1962･Phnom Penh:MinistereduPlan,RoyaumeduCambodge･
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危慣をいだかせる個所も見出された｡ しかし,これら開発途上の国々において,日本的水準の

高精度の統計資料を要求すること自体甚だ無理な注文であるし,またこれはこの国唯一の全国

的な統計資料である等の理由からこの統計によることにした｡

研究の方法は,統計資料から国民栄養摂取量の実態を推算し,栄養改善の目標を定め計画年

における食糧の必要量を求めた｡

また年々輸入額は増加する傾向にあり,また,輸出額との収支は毎年赤字を出している経済

事情にある｡この国の主要輸出品目の大部分は農産物である｡ それ故,計画年において輸入額

とバランスのとれた輸出額の実現を計るには, その農産物はどの位生産され ねばな らないか

を求め,この両者を加算して計画年における主要農産物の必要生産高とする方法をとった｡な

お,計画年は1970年を採用した｡

またカンボジア国における通貨単位は Rielでありその換算値はおおむね次のとおりである｡

1U.S.S-35Riels, 1Rie1-10.27yen
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図 1 カ ン ボ ジ ア 国 の 経 済 地 図
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2 カンボジア国の食糧生産をめ ぐる現況

カンボジア国は,北緯 100-150,東経 1020-1080に位置し,熱帯アジア季節風地′[1日こ属す

る｡その面積はおよそ 181,000km2 で北海道の約 2倍に相当する｡

東南アジア最大の Mekong河は,この国の北東部から南部にかけて, 大きく折曲して貫流

し,ベ トナム国に流入する｡またこの国の西部中央には GrandLacがあり,これを源とする
2)

ThonleSap河は,首府 Phnom-Penhの南方で Mekong河に合流する｡

この国は概 して平野が多 く南西部および東北部には山地が存在する｡

気温,降水量はモンスーンと深い関係があり,12月～5月までは乾期 (北東モンスーンの季

節)および6月～11月の雨期 (南西モンスーンの季節)に区別 され る｡ Phnom-Penhにおけ

る年平均気温は 27.4oC であり,年平均雨量はおよそ 1,400mm である｡Mekong河は雨期に

は増水 し8-9月にはピ-クに達する｡ これ らの時期 には洪 水 は ThonleSapを逆流して
3)

GrandLacに流入するのが常である｡

この国の土壌は低地沖積土壌,台地残積土壌に大別され更に低地沖積土壌は Mekong河ま

たは GrandLacの増水により浸水 し,泥土の供給を うけるメコン沖積土壌 (主として,とう

もろこし,タバ コ,まめ類,甘藷等の畑作物が栽培される)および 中生代の Ⅰndosinias属cJj

砂岩に由来する砂質沖積土壌 (一部では西瓜栽培が行なわれているが,大部分水田として利用

され この面積は国内水田土壌の約2/3を占める)さらに GrandLacの湖 成沖積の粘土質土壌

(国内水田面積の約 1/3を占める)に分けられる｡ 台地 残 積土壌は Terre-Rouge玄武岩 系赤

色土壌 (ゴム, コ-ヒ-,こしょう,パインアップル, バナナ園として利用されている｡ K0-

mpong-Cham には,フランス人の開園 した世界最大のゴム園がある)と Terre-Noire石灰岩

系黒色土壌 (最近桶作適地として急速に開発が進んでいる)がある｡ これ らの土壌のうちでは

メコン沖積土壌と赤色土壌および黒色土壌が他にくらべて有効態の窒秦,燐酸が多 く生産力が

2) Phnom-Penhの人口は1962年 403,500人である｡
3) Mekong河は Phnom-Penbにおいて,河口より332km,流域面積 668,000km12,河岸の標高は平
均海水面上 11m,低水位約 2-3m,高水位約 10-llmである｡又1960-1962隼の最低流嵐,最大
流量の観測結果は次のとおり
1960 1,250m3/S(4月18日) 43,300m3/S(8月29日)
1961 1,680m3/S(4月13-15日) 49,700m3/S(8月28日)
1962 2,030m3/S(4月14-15日) 44,200m3/S(8月13日)

GrandLacは Mekong河の水位変動に応じてその水位も変動し,洪水の大貯溜池の役割を果す｡
Mekong河からの年間流入量は約363億 m3,歳大洪水時には約250億 m3の水を貯溜しうると見枯ら
れている｡増水期には湖面積は拡大し乾期の約3倍 10,000km2に達する｡この湖は水産資源はアジ
アでは最も豊富であり捕獲魚は氷詰又は干魚として外国にも輸出されている｡水文に関する詳細は次

記文献を見られたい｡
ECAFE,DevelopmentOfWaterResourcesz'ntheLowerMekongBasin,FloodControlSeries

N0.12:邦訳,科学技術庁資源局資料第19号,昭和34年,HydrologicDataMekongRiverBastn,
1960,1961,1962.
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図 2 Phnom-Penhにおける気温と雨量
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高い｡また Mekong本流の水質はほぼ中性で pH 値は 6.9-7.3であり,加里,珪酸の天然
4)

供給量が比較的多い｡

この国ではこれらの自然条件の制約のもとに,それに順応 した農業が営まれ,大部分が一年
5)

一作の無肥料栽培である｡

かんがいはMekong河の増水を利用して行なう沈泥かんがい (Kompong-C血am 16,640ha),

および中小ため池によるかんがい (全国18カ所 10,473ha),河川から直接取水す るかんがい

(Bovel地区 45,000ha,Prey-Chhor地区 6,000ha,Barai一〇ccidental13,000ha伯)等が実
6)

施され主として雨期作における用水補給に利用されており乾期には殆んど利用されていない｡

Mekong河沿岸地帯および GrandLac周辺の平野は農業の主生産地である｡ 特に Batta一
7)

mbang地方には大型農業機械がかなり導入されており機械化農業の中心地となっている｡

カンボジア国は総人口の約70%が農民であり,この国の輸出品目の大部分は農産物-ゴム,

米,とうもろこし-が代表的である｡ 農業の主力は米作であり, その作付面積は約 170万 ha,

もみ収穫量は約170万 tonで,もみ単位収量は約 1ton/haである｡ 一方畑作物作付面積はお

よそ25万 haで,主作物はとうもろこし,いんげんまめ,だいず,落花生,桶等が栽培されて

いる｡野菜類は Phnom-Penh周辺で栽培されている｡ 地方の大部分の農民は果物,野草を採

取 して食用に供しているものが多い｡過去におけるカンボジア国の農業生産状況を統計資料か

ら整理して表記すると表 1のとおりである｡

一方輸入品目は金属,金属製品,鉱産物,繊維製品が約70%をしめるが,乳製品,野菜,果

物,小麦粉,砂糖等の畜産物および農産物もまた輸入せざるを得ず,その比率は総輸入額の約

10%にも達している｡ 近年における輸出入記録から各年の産物別比率を計算し図化すれば,図

4,図5のとおりである｡ これからも上記のことが理解できるであろう｡また年々輸入額が輸

出額を上廻っている状態である｡

カンボジア政府による第 1次5カ年計画 (1960-1964)は,国民経済の繁栄をはかるため国

民 1人当り年間国内純生産3%の 引上げ,5カ年で 15%の引上げを目標とし資金80億 Riels

4) 安尾正元 ｢カンボジアにおける水･土壌と生産力｣『東南アジア研究』(京都 :東南アジア研究センタ
ー,1966),第3巻第4号 この他兵庫農大発行カンボジア学術調査報告第2号にこの国の土壌につ
いて報告がある｡

5) この国では堆厩肥を生産する習慣はなかったので家畜,家きん等の糞尿は殆んど利用されていない
が,近年政府の奨励に応じて厩肥の生産利用の気運が各地で見られるようである｡化学肥料は殆んど

用いられていない｡

6) これらについては,現地で筆者と行動を共にした田中氏の論文にくわしく述べられている｡

田中義朗 ｢カンボジアのかんがい排水施設｣『東南アジア研究』第3巻第4号
7) Battambang地方では 100ha以上の水田経営を行なっている農家もみられる｡全国平均経営耕地
面積は3ha,農家-戸当りの平均家族数は5人程度であるO地方においては畜力が農耕に利用されて
いる｡耕転作業は牛又は水牛の二頭立てで行なわれる｡1960年において牛約 125万頭,水牛約45万頑
の飼養が記録されており,耕地 1ha当り牛0.81頭,水牛0.27頭となっている｡
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図4 カンボジア国の輸出
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図5 カンボジア国の輸入

(そのうち69%は国内資金,31%は外国援助)で1960年度より出発した｡

この計画では農業生産の増大をはかるため,かんがい事業による早ばつの防止,堆厩肥,緑

肥等の天然肥料による土壌の改良,各作物の品種改良,農業の機械化,新規開墾地の造成およ

び入植農民への各種補助等の実施を重点施策としている｡ 5カ年計画の効果は早 くも1962年に

おいては,増産計画年 3%の目標をいずれも上廻る好成績をあげた｡

つぎに人口統計資料からカンボジア国の近年の人口増加率を計算すると下限 1.9% (1950-

1958)上限 4･9% (1958-1962)を示してかなりの変動がある｡これは統計値が,異なる機関

によって調査されたものであるからやむを得ないものであろう｡したがって,いま将来の人口

増加率を3%と仮定すると,国民総生産の増産目標が3%の現計画はあくまでも第一段階の基

本的なものであり,人口増分だけでバランスしてしまうことになるから国民経済の繁栄のため

にはさらに農産物の増産が必要条件となろう｡

次に後続の研究に利用するため,各年の人口を統計資料をもとにして推定すれば,表 2のと

おりである｡
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表2 カンボジア国各年人口表

年

5

′0

7

8

0ノ

0

1

2

5

5

5

5

5

′b

′0

′0

9

人口103人I摘 要 日 年 E人口103人 日 商 要

4,475

4,560

4,647

年 増 率 1.9%

" 1.90/0

" 1.90/0

4,740 】統 計 値

年 増 率 4.90/0

･′ 4.9%

〝 4.9%

統 計 値

1963

64

65

66

67

68

69

70

:5……壬… !年 写 率 …;:2

6,460

6,654

6,854

" 3C/0

" 3C/0

･′ 3%

注 :1)カンボジア国計画省資料から算出した｡(1955-1962)

2)年増率30/Oとして計算した｡(1963-1970)

3 1961年,1962年における国民栄養摂取量の試算

カンボジア国民の生活水準を判断する-指標として,国民 1人 1日当りの栄養供給の状態を

調べることにした｡1961,1962年について試算結果を表 3に示す｡計算にあたっては表注に示

したように,種々の仮定を設定 した｡もちろん国民1人 1日当りの供給量といっても現実の1

人 1人を指しているのではないし,またこれ らの量が均等に各人に配分されて消費されている
8)

のでもないが,国全体の栄養供給状態を判断する上には甚だ有効な指標と考えられる0

表 3に関する若干の説明を次に記述する｡

(a) 総生産高

計画省統計 (1962年版)によって求めた数字で,もみは米に,落花生は子実に,また獣

肉類は頭数から食肉量に換算した数字を使用し,ぴん,かんづめ類の統計値はすべて可

食部とみなした｡

(b) 輸出量 ･輸入量

前述の計画省統計年報 (1962年報)より求めた数字である｡

(C) 供給可能量

供給量は生産高から貯蔵中の変化を加減し,さらに輸出入量を加減して求めた数字であ

る｡これは食糧に供される資源の総量を示すものである｡ 計算に当っては貯蔵中の変化

は Dataを欠 くため無視 してある｡

(d) 純食糧

供給可能量から種子用,その他の損耗 (飼料,加工,その他)を差引いた粗食糧に歩留

りを乗 じたもので純粋に人が口にすることの出来ると想定される食糧であるoこの計算

8) カンボジア国のこの種の分析資料は国連統計 (1965版)にも記載されていない｡
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蓑 3 カンボジア国 1人当り食糧供給高

食 品 名 総生産
1,000t
輸出量
1,000t
輸入量
1,000t

純食糧
1,000t

1人1年
当供給
量 kg

1人 1日当り供給量

純giir糧僅 a戸

いも類lさ つ ま い も l 26･5 ト I L 2 6 ･5 日 5･8L 2･89】 7･91 9･O Z o ･ 1

さ
と

う
類

パ ル ミラヤシとう

砂 糖

ま l 7 ･9 1 6･Ol i l･9l l･6L o･29 0 18 事 5･O L o･2 l o･41415･8

調味品巨 し ょ うI l･3 r
1.3l - 1 01 01 0 o･ o o o ∩

し

好

飲

料

類

538

3 - と -

茶

ビ ノレ

ブ ド - 酒
リキ ュー ル酒

そ の 他

計

0

0

0

0

0

0

0

総 計 1,128.8I416.2L46.1758.7】598.71109.401299.7!1,007.0120.7
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の試算 (1961年,1962年)
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表3の注 :

a.試算に用いた各食品別成分,種子量,損失等は次のとおりである｡食品成分は科学技術庁資源調査

会編の日本食品成分表を参考にして定めた｡

1.米 :100gr(可食部)当り 355Cal,蛋白質 6.5gr,脂肪 0.8gr;もみ生産高より精米歩留65C/0,

もみ種子量 80kg/ha,損失 5%程度見込む

2.とうもろこし:100gr (可食部)当り 353Cal,蛋白質 8.2gr,脂肪 4.6gr;種子量 30kg/ha,

損失 5%

3.小麦粉 :100gr (可食部)当り 354Cal,蛋白質 8.5gr,脂肪 1.Ogr;損失 5C/0

4.いんげん豆 :100gr (可食部)当り 325Cal,蛋白質 20.2gr,脂肪 2.2gr;種子量 40kg/ha,

損失 5C/0

5.大豆 :100gr(可食部)当り 392Cal,蛋白質 34.3gr,脂肪17.5gr;種子量 40kg/ha,損失 5C/0

6.らっかせい :100gr (可食部)当り 553Cal,蛋白質 25.6gr,脂肪 46.6gr;からつき生産高よ

り子実歩合65%として計算した,種子量 70kg/ha,損失 5%

7.さつまいも:100gr (可食部) 当り 120Cal,蛋白質 1.3gr,脂肪 0.2gr;廃棄率10C/0,損失30

%程度見込む

8.パルミラヤシ砂糖 :100gr,(可食部)当り 300Cal(推定値),損失 5C/0

9.さとう:100gr (可食部)当り 387Cal,損失 5C/0

10 ごま :100gr (可食部)当り 564Cal,蛋白質 19.7gr,脂肪 50.9gr

ll.水産物 :100gr (可食部)当り 160Cal,蛋白質 26.5gr,脂肪 5.Ogr;廃棄率40%,こい,ふな,

ます,えび,かに,あみ,どじょう,くんせい (さけ)等の成分の平均より推定

12.かんづめの水産物 :100gr (可食部)当り 180Cal,蛋白質 22.5gr,脂肪 9.Ogr;かつあ さけ,

さば,いわし,ぶりの成分の平均より推定

13.牛肉 :100gr(可食部)当り 237Cal,蛋白質 17.6gr,脂肪 17.8gr;牛 1頭-400kg枝肉歩留

55%,精肉歩留70%,とさつ数より計算 '6138,800頑 '6243,000頭

14.水牛肉 :牛肉の80%と仮定,100gr(可食部)当り 190Cal,蛋白質 14.1gr,脂肪 14.2gr;水

牛1頭-400kg,枝肉歩留550%,精肉歩留70C/0,とさつ数より計算,'613,500頭 '622,200頭

15.豚肉 :100gr (可食部)当り 357Cal,蛋白質 14.1gr,脂肪 32.9gr;豚 1頭-70kg,枝肉歩留

65C/0,精肉歩留80C/0,とさつ数より計算,'6134,400頭 '6235,500頭

16.乳製品 :100gr (可食部)当り 485Cal,蛋白質 15.6gr,脂肪 36.Ogr;チーズ,バター,粉乳,

練乳の成分の平均より推定

17.生野菜と果物 :100gr (可食部)当り 35Cal,蛋白質 1.Ogr,脂肪 0.3gr;廃棄率20C/0,損失

30C/0,にんじん,かぼちゃ,さんとうさい,きゅうり,しょうが,きゃべつ,とまと,すいか,

とうがらし,なす,しろうり,たまねぎ,パインアップル,パパイア,バナナ,オレンジ等より

仮定した

18.かんづめ野菜 と果物 :100gr (可食部)当り 80Cal,蛋白質 0.8gr,脂肪 0.2gr;アスパラガ

ス,トマト,なつみかん,みかん,あんづ,パイン,りんごのかんづめ,およびジャム等より仮

定した

19.こしょう:100gr(可食部)当り OCal,蛋白質 8.7gr,脂肪 5.5gr.

20.ビール :100gr(可食部)当り37Cal,蛋白質 0.5gr,脂肪 Ogr.

21.ブド一宿 :100gr(可食部)当り 80Cal,蛋白質 0.2gr,脂肪 Ogr.

22.リキュール酒 :100gr(可食部)当り 274Cal,蛋白質 Ogr,脂肪 Ogr.

b.統計資料は AnnuaireStattstiquedeCambodge1962,RoyaumeduCambodgeMinistere

duPlan発行によった｡

C. 人口は1961年 5,472,000人,1962年 5,740,000人を使用した｡
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では農産物のうち食糧と家畜飼料との数量的分離が困難であるのでこれ らはすべて食糧

として利用されるものとした｡

(e) 1人 1年当供給量

純食糧を各年人口で除 したものである｡

(f) 1人 1日当供給量

1人 1年当供給量を365日で除 したもので,この中に含まれる栄養成分を食品成分表に

よって計算すると1人 1日当りの熱量,蛋白質,脂肪の供給量が求められる｡

(g) 食糧自給率

総生産高を供給可能量で除した値である｡

次に,1961年,1962年における1人 1日当り供給量 (熱量,蛋白質,脂肪)にJfめる各品目

別比率および植物性食糧,動物性食糧の比率を求めると表 4のとおりである｡

蓑 4 1人 1日当り供給量に占める各品目別比率

項 別

品

と

小

ま

い

さ

魚

肉

そ

総

植

動

冒

ころ

米

も

麦

め

も

ナ｢ノ

食

食

性

性

物

物

1熱

し

粉

類

類

類

類

類

他

計

糧

糧

0/O量弓蛋 Po質 !脂 C/O肪
74.8 64,2

2.0 2.3

2.7 3.3

3･6 t 913

3･8 ; 7･9

0

0

っHJ

4

2

4

9

0

0

1

8

0

2

4

3

4

1962

熱C/O這喜蛋 Po
q
/
2

3

1

8

3

5

9

0

1

2

0

′b

0ノ

5

0

2

5.5 0.8

1(X).0 1(X).0 1〔X).0 1(:0.0
95.2 80.5 52.8 96.6

4.8 19.5 47.2 3.4

5

1

7

『

′b

5

6

0

0ノ

′0

1

7

〇

一b

5

防

9

0

0

′b

0

O

1

0

形
…30
2

L

19

4

3

4

0

9

1

8
.
00

61

38

一~J

9

0

5

5

0
.

∞
87

12

1

表 3における試 算の結果,1961年における国民 1人 1口当りの総熱量 1,007Cal,蛋白質

20.7gr,脂肪 7.4grであり,また1962年におけるそれ らは 1,577Cal,32･Ogr,9･7grと計算

された(つこれ らの数字は栄養水準から判断すると甚だ低 い数字である｡ 又表 4はこのEliTの熱量

供給源が大部分植物性食糧 (特に米)によって占められており,動物性食糧の占める比率は極

端に少ないことを示 している｡

これ らのことは,将来改苦の方向として,国民 1人 1｢1当りの総熱量水準の向上と,動物性

食糧の供給増加に重点をお くべきことを示唆するものであろう｡

しかし上記試算値が正 しく国民の栄養状態を反映 したものであるかについては疑問の点もあ
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る｡すなわち,この国の農民は常時,果実,木の実,野草等を採取 し,にわとり,あひる等を

飼養しそれ らの肉類,あるいはたまご等を,また近 くの河川,水たまり等で魚を捕獲 して食用

に供 しているのが実態であるが,これ らは統計年報に収録されていないし,また一般品目につ

いても農家における自家消費分が正確に把握されていない危供もあり,更に統計作成上の誤差
9)

もまぬがれないであろう｡

従って上部計算値をそのまま国民栄養摂取量とすることは適当ではない｡現地調査時に見聞

した各村落の市場における農産物の出廻状況や国民の体格等から察すると実態はこの数字を上

廻るであろう｡今ここで統計漏れによる修正分を 1人 1日当り熱量 400Cal,蛋白質 20gr,脂
10)

肪 10gr と仮定すると,1962年では 1人 1日当り総熱量 1,977Cal,蛋白質 52gr,脂肪 19.7gr

となる｡ このように安全側に見積ってもやはり栄養水準は低 く,栄養改善-の努力が必要であ

る｡
ll)

表 5は国連の統計年鑑1965年版より近隣諸国の 1人当り食糧供給高を抜粋 したものである｡

これよりカンボジアはアジアにおける開発途上の国々とほぼ同じ栄養水準に位置するものと思

料される｡

さらに表 3の試算結果より次のことが指摘出来る｡ すなわち1961年,1962年の国民 1人当り

の供給高に大きな開きがあるのは1961年に農産物の主力である米が不作であったこと,および

既に述べたようにこの国の外貨獲得の主源が農産物であり,そのために米,とうもろこし等は

表 5 近隣諸国の1人当り食糧純供給高 (1960-1962)

名

9) 筆者の現地調査時感じたことはこの国の農民一般の計量概念はタイあたりの農民にくらべると貧弱で

あるということであった｡自己の所有面積や米の自家消費量について殆んど満足のゆく解答は得られ
なかった｡

10) この仮定値は国民1人 1日当り次の食糧を摂取したことに相当する0

米 40gr,いんげんまめ 10gr, らっかせい 10gr,鶏卵 10gr,鶏肉 10gr,魚肉 30gr,
野菜果物 300gr

lD UNITEDNATIONS.StatisticalYearbook1965.国際連合統計局編,邦訳 (乗京 :原書房,昭和
41年)pp.500-503.
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たとえ災害による不作年でも,輸出に廻さざるを得ない経折状態にあり,国民の栄養もこれら

の事情によって犠牲を強制される等の結果であろう｡

従って試算表における各品目の高率の食糧自給率はこの辺の事情を充分掛酌して判断する必

要がある｡

4 栄養改善の目標と計画食糧構成

年平均の一国民の1人 1日当り平均カロリー基準量の計算方法については,国際連合食糧農

業機構 (FAO) のカロリー要求量算定委員会が勧告した算定方法がある｡ この方法は温帯に

住む健康で栄養状態の良い25才の男女 (男体重 65kg,女 55kg)を参考標準 (男 3,200Cal/

日,女 2,300Cal/冒)とし,カロリー要求量に影響する因子 (基礎代謝率,体格,年令労作強

蓑6 計画食糧:構成表 (1970年)

食 品 目

こ

く

類

Ⅳ

まめ類

米

とうもろこし

小 麦 粉

小 計

1人 1日当り栄養量 (計画)

･:i-･:Lt;工 I.l..<r･''}-

2.6:80 I ㌘20.5

だ い ず

ら っか せ い

小 計

0ノ

1

0

3

′0

4

さつ ま い も L 26

令

4

4

8

6

2

3

2

8

JJJ
..r.

-~.~
.
-r.■1
..I

国民1人1
日当り計
画供給量
gr

4∞
10

15

425

0.3 12

61.0 1 32.5

山
g

g

g

一
k

k

k

4

7

3

‥
9

1

3

十

十

+

+2.7kg

+2.8kg
十2.9kg

8･0 - +4･9kg

注 :1) 上表の食糧構成では,総熱量に占めるでん粉質比率は約70C/Oになるように設定した0
2) 摘要欄には表 3で求めた1962年の値との比較値を示した｡
3) 計画の畜産物は1人1日当り牛肉 5gr,豚 30gr,にわとり 20gr,たまご 20gr,乳製品 6grに

相当する｡このように栄養改善の重点を動物性食品においた｡
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表 7 1970年における国民栄養上必要とされる食糧供給可能量

名

計

計

さ つ ま い も l 8.0 1 58.2 E 60 1 97 ト 3.3

計

ご ま 】 2.2 F 16.0 l 85 1 18 1 4.5

野 菜 と 果 物 427.7 1 63

＼iiiiiiiiil
/ 計

水 産 物 l ll.0 I 80.0 1 61

注 :1) もみ換算 1,898×103t

2) からつき換算 55×103t

3) 1970年における人口は7,272,000人

4) 比率は純食糧と供給可能量との比率で表 3による

5) 1970年における畜産物は次のとおり換算される

牛 1頭 400kgとすると 85,000頭

豚 1頭 70kgとすると 2,200,000頭

鶏 1羽 1kgとすると 118,000,000羽

鶏卵100個 6.2kgとすると1,000,000,000個

を 1年間で消費することに相当する｡

皮,環境温度) によって補正 し, その国の人 口構成か ら平均 カロ リー基準量を算定する もので
12)
ある｡ しか し現在 これ らの計算に必要 な諸資料を欠 いているので , この方法 による算定 は又別

の機会 にゆず ることに した｡

12) FAOCalorieRiquirement,有本邦太郎抄訳 (東京 :第 一一 一出版株式会社,昭和29年),pp.30-40.
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ここでは諸外国の国民 1人当りのカロリー供給量等を参考にして,第一次栄養改善の目標を

1970年におき, 1人 1日当り総熱量 2,200Cal,蛋白質 60grに設定 して,国民 の必 要食糧を

研究することとする｡

これ らの目標を達成するための国民 1人 1日当りの食糧構成を種 々吟味した結果適当と考え

得る一案を定め,国民 1人 1年当りの供給量を求めた｡ 次に提案された食糧構成および国民 1

人当りの計画供給量を表 6にまとめた｡

5 1970年における国民栄養上必要な食糧供給可能量の計算

4項で定めた 1人 1日当り計画供給量を使用して,1970年において必要な品目別食糧の供給

可能量を計算すると表 7のとおりである｡

6 過去における輸入額の年次変化傾向と将来の予測

カンボジア国における工業製品の輸入量は年々増加の傾向を示 しているo図 5からも明らか

なように輸入品のうち金属および金属製品,繊維製品は最 も大きな比重を しめており,これ ら

諸製品は近い将来において も輸入に頼らざるを

得ないであろう｡ この増加傾向を過去の記録よ

り求め うるならば将来の輸入額 もある程度推定

できる｡ 基本的には輸入品 も人口増にもとづ く

需要の増大に関連するものと考えられるので過

去 7年間の統計資料から国民 1人当りの輸入額

を求め,その増加傾向を調べることにした｡す

なわち計画省統計資料 (1962)より過去の年別

輸入額 ･人口 ･国民 1人当り輸入額 を求 め る

と,表 8のとおりである｡

1955年を基準とした経過年次を (t),それに

表 8 国民1人当り輸入額 (年次別)

隼 次 序 6 R̂i｡1%sBlil.3人口

5

′0

7

8

9

0

1

2

5

5

5

5

5

′0

′0

/D

9

荏 人口は表 2による

両亘 i二(当
り輸入額
Riels

372

434

438

551

492

637

620

624

対応する国民 1人当輸入額を (y)として,この関係を求めるため (y)を対数軸にとって,プ

ロッ トしてみるとおおむね 直線上に分布するからこCJj関係は指数 曲線 (y-γeβt) とみなすこ

とができる｡ よって 1955年 を t-0として最小二乗法によって近似式の係数を求め た結果,

y-403eO･0718t を得た｡これを図化すれば図 6のとおりである｡

よって本式を使用 し,将来各年次の匡Ⅰ民 1人当輸入額,総輸入額を計算すれば表 9のとおり

であるr,
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図 6 国民 1人当り年輸入額
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蓑 9 将来各年総輸入額の推算

7 1970年における輸出農産物の必要数豊

年々増大する輸入に相応して輸出を振興しなければ,いつまででも貿易の赤字を解消させる

ことは出来ない｡ここでは計画年を1970年において,前項で計算した輸入額と同額の輸出をは

かることを最低目標とし,輸出品の必要生産高を求めることにした｡1970年の輸出品はやはり

農産物がその大部分をしめるであろうと想定される｡ またこの年においても現況の輸出主力3

品目のうち,米およびとうもろこしは主要輸出品となるであろう｡ したがってそれらの割合を

過去の実績を参考にして米40%,とうもろこし25%,まめ類は各種 2%と推定し,またゴムの

生産量は樹液採取可能になるまで 7-8年を要するので,1962年の植樹本数をもとにして推定
13)
した｡1958-1962年間における輸出農産物単価,1962年の生産者販売価格および農業省農業局

農業統計部の生産費資料 (1964)等を整理 して表記すれば,表10のとおりである｡この表から

米,とうもろこしの輸出単価は国内生産者販売価格の80%前後で,いずれも生産費を上廻って

13) ゴムの統計は次のとおりである｡

年 植樹面積 ha 採取面積 ha 生産量 tons

1958

1959

1960

1961

1962

546

34,012 27,769

35,947 27,991

37,757 28,435

39,509 28,415

41.680 28,851
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表10 輸出農産物価格と生産者販売価格および生産費

生 産 者
販売価格

I
人力畜力

種 子 代

農 薬 代

償 却 貴

地 税

計

L

5,027Riels/ton ヨ ー Riels/ton

1,804Rュels/ton

233

125

50

2,212

＼lT…
-
-
-･

･I-

-1J.

3,112Riels/ton

もみ生産費

ha当収量 1,200kgとして計算

と う も ろ こ し

生 産 者
販売価格

人力畜力
種 子 代
農 薬 代
償 却 貴
地 税
計

輸掲単価
Riels/
ton

い ん げ ん 豆

輸出額;輸出単価

224i 1,915110.2

ll;;:2 上 三:≡

1

1,6541 5･9
2,052t 9.1

物
米 粉

輸出量
103

ton

酪再痴葡J由宵砧
RliOe61S】Riels/n

43 t67 1,558
1,458

1,313

1,417

1,176

Riels/ton

精米の 生 産費はもみの

生産費 を 基準にして計

算すると 約 3,500Riels/t

となる｡

大 豆

32･51 84

6.5【 17

ご ま

聖26iBrRLLiHe-E;-/面Riels】 ton

2,615i183:≡

9,518Rュels/ton

4,000Riels/ton

80 ′′ L 533 ′′ 667 〝′′

40 〝

375 ′′

917 ′/

375 ′′

917 ′′

40 〝 〈 100 ′′ √ 100 -

1･693 " 1 5･675 ′′ 1 6･059 〝

注 :生産費中の労 務費は 25Riels/day である｡
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13,703Riels/ton

4,541Riels/ton

400 ′′′′

250 ′′

167 ′′

5,358 ′′
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いるに反 し,豆類,ごま等の輸出単価は国内生産者販売価格の20-30%に過ぎず しか も生産費

を下廻 っていること等から考察すれば,将来輸出品の重点はやはり米,とうもろこしにおかれ

ることが首肯されよう｡

つぎに, 1970年に お け る輸 出単価を米および砕米 (平均)3,000Riels/ton,とうもろこし

1,900Riels/ton,ゴム 15,000Riels/ton,いんげんまめ 4,000Riels/ton,だいず 2,500Rュels/

ton,らっかせい 6,000Riels/ton,ごま 5,000Rュels/ton と仮定 した場合の輸出農 産品の必要

数量を計算すると表11のとおりである｡

蓑11 1970年における輸出農産品の必要数量

亡コ
ロロ

冒 巨ヒ率 C/O闇 惣1elisBi態 e/T L雪祭 戸 i 摘 要

ゴ ム

米

とうもろこし

いんげんまめ

だ い ず

らっかせ い

ご ま

そ の 他

計

1) ゴム採取可能 40,000ha

生産量40,000×1.4t/ha

2) 米 :もみ換算 1,764×103t,

歩留り65C/0

3) らっかせい:からつき換算

45×103t,歩留り65C/0

4) 1人当り計画輸出額

1,183Riels

人口 7,272,000人

次に1970年において国民 1人当り輸入額を 700Rielsに制限 した場合についてこれに見合 う
14)

農産輸出品の必要数量を計算すれば表12のとおりである｡

蓑12 1970年における輸出農産品の必要数量 (輸入制限の場合)

ロ
ロロ

目 t比率C/O闇艶警i両面寧福必要数量Riels/tl1,000t
ゴ ム

米

とうもろこし

いんげんまめ

だ い ず

らっかせ い

ご ま

そ の 他

計

摘 要

1) ゴム採取可能 40,000ha

生産量 40,000×1.4t/ha

2) 米 :もみ換算 1,044×103t,

歩留り650%

3) らっかせい :からつき換算

26×103t歩留り65%

4) 1人当り輸出額 700Riels

人口 7,272,000人

14) 輸入制限というような政治的措置がとられる可能性がある｡1人当りの輸入額を現状程度に押えるも
のと予測して 700Rielsと仮定した｡
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8 1970年における農産主要食桂の必要生産高

栄養改善上からみた1970年の国内消費用の食糧必要量と1970年における計画輸出農産物の必

要量の合計は少な くとも1970年には生産されなければならない｡

農産主要食糧について各品目ごとに必要生産高を表示すれば表13のとおりである｡またこの

表には1962年と比較する便宜のためにその生産高の比率を もつけ加えた｡

表13 計画年 (1970年)における農産主要食糧の必要生産高

Eコ
ロロ

ち

と

い

こ

ま

ろ

ん

も

げ

う

ん

目

み

し

め

だ い ず

らっかせい(からつき)

さ つ ま い も

パ ル ミ ラ ヤ シ とう

さとうきび (さとう)

国内消費

必要食糧

輸出用生産高

Case1FCase2

ご ま : 18

野 菜 と 果 物

必要食糧生産高 生産高 1970/1962

CaselFCase2jCasellCase2

注 :輸出用生産高は表11,表12の値をそのまま使用した｡実際は品質規格の統一や貯蔵中の損耗な

どがあり,この数字よりも多く生産される必要がある｡

上表の Caselは輸入額が過去における増加の傾向を保持 しながら上昇 した場合これに見合

う輸出額を もとにして算定された必要食糧生産高で あ る｡ また Case2は 1人当り輸入 量 を

700Rielsに制限 した場合同様の手法で求められた必要食糧生産高である｡

この表より明らかなように国民生活の向上,国民経済の発展の観点より展望すれば1970年に

は,もみ :370万 t,とうもろこし :120万 t,まめ類 :28万 t,糖類 :14万 t,さつまいも:10

万 t,ごま :5万 t,野菜と果物 :70万 t,程度の生産の達成が要望される｡

さらにこの他上記試算過程では触れ られていない家畜,家きん類の飼料生産の課題や農産加

工原料の生産課題が残されていることを考慮すれば,ここに明らかにした計算値はむ しろ農業

生産の最低 目標線であることが理解出来よう｡

9 結 論

以上限 られた資料に基づいて,はじめに述べた疑問を抑 凋するため,2,200Cal/日の栄養水

準と計画輸出量から1970年における農産主要食糧の必要量が求められ,カンボジア国における
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食糧増産の必要性がここに明らかにされた｡

これらのことに関連して,国民の栄養水準と国民経済の改善の観点から次の基本的な対策が

総合的に組織的に確立されるべきである｡

A.農業の進展を阻害しているあらゆる条件の徹底的な追求を試み,その原因を除去する対策

を樹立して積極的に食糧の増産に取りくむこと｡

B.食生活における動物性食品の比重の増加を可能ならしめるために,計画的な飼料生産 (粗

飼料,濃厚飼料共),優良種家畜の飼養の増大,食肉,乳,卵の生産量増大をはかる等の

基本的な方策を定め実施すること｡

C.国内諸産業を振興し,輸入品に代替しうる国産品の開発をはかり,外貨の流出を押えて輸

出入の不均衡を是正し,食糧の輸出が国内食糧の供給面に加える圧迫を出来る限り軽減せ

しめるよう努力すること｡ その他食品以外の部門で外貨を獲得するよう努力すること｡

中でも食糧増産に関しては

1.既耕地における各種作物の単位収量の安定増加をはかること｡

2.既耕地における土地利用の高度化をはかること｡

3.新規耕地の開発をはかり農業生産の場を拡大すること｡

4.農民の増産意欲を昂湯せしめるための流通機構の整備改善,経済的,社会的諸条件の改

善｡

5.農民の営農管理技術水準の向上に資するような農民指導態勢の確立｡

等は特に重要である｡年間を通したかんがい水源の確保,完全なかんがい組織の確立,排水糸

統の整備確立,洪水防禦施設の建設等農業基盤の整備と作物栽培技術の改良 すなわ ち品種数

良,多収量品種の開発,施肥栽培の導入,適地適作の土地利用,輪作体系の確立,病虫害防

除,機械化農法-の転換等は食糧増産の根幹であり,お互に相関連して効果を発揮するもので

ある｡

これらには,地域によっては高額の投資を必要とする大規模なものもあるが,既に完成した

中小規模の水利諸施設の効率的運営を目指して再検討を行ない,必要な場合は追加投資を行な

ってカンボジア国における食糧増産の模範的な農業区を実現させることもまた意義のあること

であろう｡

カンボジア国は熱帯の豊かな光,土地,水に恵まれており,食糧増産の HighPotentiality

を有しているので,この実現のために上述したような各方面にわたる一層の努力が望まれる｡

現在約10カ所の中規模の水利計画がカンボジア政府の手で実施されており, また Mekong
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河開発等の大規模な開発計画 (Sambor,ThonleSap,PrekThnot,Battambang計画等)に

対 しては諸外国にその援助を求めている｡これらの事業の成功はこの国の食糧増産,国民栄養

の改善に大きく貢献するものとして期待される｡

10 あ と が き

1966年4月,東京で開催された東南アジア閣僚会議において,東南アジアの経済開発にしめ

る農業開発の重要性が強調確認され,これらの諸問題を討議するための農業開発会議の開催が

本年中に予定されている｡ また11月には,域内の経済開発と域内の連帯を高めるためのアジア

開発銀行の設立総会が東京で開催される｡

さらに本年8月,東京で開催された第11回太平洋学術会議においても,シンポジウムの重要

な一つの主題として人口と食糧の問題がとりあげられ,太平洋地域の急激な人口増加と深刻な

食糧不足にい かにして対処するかが真剣に討議された｡特に FAO統計部長 P.Ⅴ.スカ トメ

博士は =いまで も開発途上の国々では国民の20%が栄養不良であり50%が栄養失調である日と

発言し,また-ワイ大学経済学部教授- リー ･オオシマ博士は, =ァジアの開発途上の国々で

は,食糧不足のため農民は働 く気力と体力を失っており,それが食糧生産高を落す要因になっ

ている"と指摘 した｡これ らは充分注目に値するものであり,今や食糧問題は世界的な課題と

してその解決が要望されてきている｡

このような情勢下において本稿が将来のカンボジア国における栄養および食糧問題の追求に

役立てば幸である｡
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